
海
水
が
混
じ
る
汽
水
産
の
貝
が
主
に
見
つ

か
り
ま
す
。

ま
た
、
馬
蹄
型
貝
塚
な
ど
の
大
型
貝
塚

を
伴
う
集
落
が
一
定
の
距
離
を
保
ち
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
主
な
貝
塚
と
し
て
は
山

崎
貝
塚
、
野
田
貝
塚
、
岩
名
貝
塚
、
東
金

野
井
貝
塚
、
内
町
貝
塚
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

貝
塚
は
、
埋
ま
っ
て
い
る
貝
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
位
置
や
古
環
境
、
地
質
学
と

も
関
連
し
て
、
太
古
の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま

な
暮
ら
し
、
そ
し
て
自
然
の
状
態
ま
で
も

を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

史
跡
公
園
「
山
崎
貝
塚
」

梅
郷
駅
か
ら
徒
歩
25
分
程
度
に
位
置
す

る
山
崎
貝
塚
は
、
国
の
史
跡
と
し
て
指
定

を
受
け
、
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て

お
り
、
土
の
上
に
散
ら
ば
る
貝
を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
さ
直
径
130
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
縄
文
時

代
の
貝
塚
で
、
貝
が
積
ま
れ
た
地
層
が
谷

を
挟
む
形
で
向
か
い
合
う
よ
う
に
位
置
し

て
い
る
馬
蹄
型
貝
塚
で
す
。山

崎
貝
塚
は
、

明
治
25
（
１
８
９ 

２
）
年
に
東
京
帝

国
大
学
助
手
の
若

林
勝
邦
氏
に
よ
っ

て
最
初
に
踏
査
、

学
会
報
告
さ
れ
ま

し
た
。若
林
氏
は
、

東
金
野
井
貝
塚
な

ど
ほ
か
に
も
い
く

つ
か
の
野
田
の
貝

塚
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。

昭
和
２
（
１
９ 

２
７
）
年
の
調
査

で
は
、
海
水
産
の

貝
が
、
古
い
地
層

の
土
器
と
、
汽
水

産
の
貝
が
、
新
し

い
地
層
の
土
器
と
共
に
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
山
崎
貝
塚
は
、
そ

ば
に
海
が
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
川
と
な
っ

た
時
代
ま
で
の
長
い
間
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

昭
和
35（
１
９
６
０
）年
、
昭
和
48（
１ 

９
７
３
）
年
か
ら
昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年

に
か
け
て
も
調
査
が
行
わ
れ
、
人
骨
や
住

居
跡
、土
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
資
料

◦「
野
田
市
史 

資
料
編 

考
古
」
野
田
市

◦ 

開
館
30
周
年
記
念
特
別
展
「
野
田
と
貝

塚
」
図
録　
野
田
市
郷
土
博
物
館

地表に散らばる縄文時代の貝殻

21 野田市内の貝塚

道路
東武野田線
野田市近辺の貝塚

凡例
縄文前期の主要な貝塚
縄文後期・晩期の主要な貝塚

野

田

市

利
根

川江
戸
川

境　町

五 霞 町

幸 手 市

杉 戸 町

春 日 部 市

松 伏 町

吉 川 市

流 山 市

柏　市

守 谷 市

常 総 市

坂 東 市

茨 城 県

埼 玉 県
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1

3

2

10

9

6

8

7

15

14

11

13

12

20

19

16

18

17

35

34

31

33

32

40

39

36

38

37

45

44

41

43

42

46

47

25

24

21

23

22

30

29

26

28

27

稲荷前遺跡

山崎貝塚

野田貝塚

岩名貝塚

飯塚貝塚

槙の内遺跡

新宿貝塚

内町貝塚

東金野井貝塚

野田市域貝塚分布図

いちいのホール

野田市役所

23 グラフ野田


